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　筆者は、フィールドスタディのコースの一つとして東京いー散歩を夏季に実施
していた。2017 年のコースは、次のようであった。
1 日目　虎ノ門官庁街、日比谷公園、皇居外苑
2 日目　深川、清澄庭園、隅田川、両国
3 日目　上野、岩崎庭園、東大、菊坂、元町
4 日目　王子、飛鳥山、古河庭園、染井、とげ抜き地蔵
今春、4 日目のコースを補完するコースを桜を愛でつつ散歩したので紹介しよう。
1 染井通り
　出発地点は、駒込駅である。山手線の外側（北口）にでると染井吉野桜記念公
園があるが、駅前広場ともみえる公園であり、名前負けしている。山手線の内側
に向かいすぐに、六義園（柳沢吉保によって造られた回遊式築山泉水庭園）の染
井門がある。日頃は閉ざしているが桜と紅葉の時期は、開門していて夜間のライ
トアップがある。園内のしだれ桜を見たいが後にすることにして染井門の目の前
から始まる染井通りを歩き始める。
　すこし歩き右手に曲がると「門と蔵のある広場」がある。この場所は、植木屋
丹羽茂右衛門の屋敷跡の一部であり、旧丹羽家腕木門は簡素だが格式のある門で、
旧藤堂藩下屋敷裏門からの移築と伝えられている。蔵は開放していることがあり、
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写真などの展示がある。染井王子巣鴨辺絵図（嘉永 7 年、1854 年。以下単に「絵
図」という。）をみると、染井通りが既にあり、その右手（北東側）に植木屋と
記されたところがあり、その向かい（染井通りの南西側）は、8 万坪とも伝えら
れる広大な津藩藤堂和泉守下屋敷である。上野の山にあった藤堂家下屋敷を寛永
寺用地として献じ、替え地として賜ったものである。現在本郷学園本郷中学校高
等学校、豊島区立駒込中学校、三菱養和会グランドなどになっている。この絵図
では、六義園は松平時之助（大和郡山藩主柳沢保申）、その南西中山道までは加
賀藩中屋敷とされ、明治入るとこれらの大名屋敷は三菱の総帥岩崎弥太郎が西南
戦争の軍事輸送による莫大な利益により購入した。
　広場の隣に駒込小学校がある。校庭の昭和 27 年に植えられた駒桜が有名だが、
昨今小学校への立入は難しいのであきらめ、染井坂を下りずに左折すると、西福
寺がある。江戸随一の植木屋といわれ徳川吉宗も贔屓とした伊藤伊兵衛の墓があ
る。西福寺のとなりは、染井稲荷神社、染井村の総鎮守、西福寺が別当寺であっ
た。両方とも絵図に載っており、そのそばに「此地染井村植木屋多シ」と記述さ
れている。
　稲荷の向かいは、「染井よしの桜の里公園」、ここは平成 21 年に造られた新し
い公園だが、ソメイヨシノがここ染井の地から広まったことから命名された。
　染井通りを進むと、右手に天理教東京教務支庁、左手に東京スイミングセンター
がある。今まで歩いてきた公園や寺社には、ソメイヨシノがきれいに咲いていた
が、この付近で私が一番好きなソメイヨシノは、この支庁の中にある。近くにい
る人に声をかければ、快く敷地に立ち入ることができる。ソメイヨシノが終わる
と八重桜が咲く。また、この敷地には、荻外荘の一部が移築されている。荻外荘
とは、杉並区荻窪にある近衛文麿の邸宅である。現在荻外荘公園として一部が公
開されているが、建物の半分が支庁に移築され、寮生宿舎となっている。見学は
できないが、外観は見ることができる。荻窪に再移築する計画がありしばらくす
るとここでは見られなくなるだろう。
　東京スイミングセンターは、東京オリンピックで不振だった水泳日本の再建の
ため、東京に選手強化に使えるプールを造る必要性から日本水泳連盟の幹部が天
理教に働きかけ、誕生した。当時珍しい公認規格 50m 屋内プールを備えるスイ
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ミングスクールであり、北島康介などオリンピック選手を多数輩出していること
で知られている。
2 染井墓地
　センターのすぐ先は都立染井霊園である。絵図には、建部内匠頭屋敷（播磨林
田藩建部家下屋敷）とあり、屋敷の裏を川が流れている。この屋敷跡と藤堂家下
屋敷の一部が明治 7 年霊園に当てられた。
　霊園の入り口右手専修院は伊藤伊兵衛の屋敷であった。霊園の中には有名人の
墓が多数ある。花吹雪広場のベンチにすわると名前のとおり花吹雪に包まれるこ
とができる。広場の隣に岩崎家分家の墓や岩崎弥太郎の娘婿幣原喜重郎、弥太郎
の右腕川田小一郎の墓がある。六義園から染井まで広大な土地を岩崎家が所有し
ていたこともあり、岩崎家の関係者の墓が染井墓地の中にみられる。総帥岩崎弥
太郎の墓は染井墓地の外側、仰高小学校の隣にあるが、門が閉ざされていて見る
ことができない。なお、二代目総帥岩崎弥之助の墓は世田谷区の静嘉堂文庫にあ
る。広場のそばには藤堂家の墓（十一代高猷、十二代高潔など）がある。もと地
主としていい場所を占めている。
　そこを進むと左手に外人墓地があり、シメイヨシノが美しく咲き墓石を覆って
いる。付近には日本近代美術の父、岡倉天心の墓がある。釋天心の碑銘の刻まれ
る墓石の上面には土が入れられ、草がすこし生えている。手入れが悪くて雑草が
すこし生えているのか、意図して自然に草が生えているのか、後者と思いたいが、
いずれにしても他に例を見ない墓である。高村光雲、光太郎、智恵子の墓は、標
準とは異なり、上段も中段も大きいが天心墓に比べれば普通であり、高村氏と先
祖代々の墓と刻まれている。
　高村家墓地の先は、崖のように下っている。ここは長池堤とよばれ、墓地の中
でも桜並木が美しい場所であり、ベンチが置かれている。長池は今はないが、谷
戸川の水源の一つであり、清らかな湧水が池を満たし、清流となって霊園沿いに
流れていた。この川を下ると本郷通りにある橋（絵図にも日光御成道に橋がある）
は、霜降橋と呼ばれ、都電の停留所名であったが、いまは霜降商店街に名前が残
る。さらに下り、北区田端に入ると谷田川となり、文士村の南に谷田川通りの名
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が残る。さらに文京区と台東区の境を流れ、谷中銀座の下をとおり、藍染川と呼
ばれる。千駄木から根津へこの川の暗渠化によりできた道は、「へびみち」とよ
ばれ、やがて不忍池に注ぐことになる。今はすべて暗渠となり、これらの川を見
ることはできない。
　長池の向こう側は、中央卸売市場豊島市場である。絵図には、御薬園渋江長庵
御預地メンヤウヤシキト云と記載される。薬用植物の栽培地であり、綿羊を飼い、
ラシャ織りを試作したことから「綿羊屋敷」と呼ばれた。ここに関東大震災後青
物市場が統合されて開業したものである。この市場は、江戸時代の駒込土物店（つ
ちものだな）（辻のやっちゃ場）（本駒込天栄寺の境内に里人が青物を持ち込み市
となった）の流れをひくもので都内最古の市場の一つらしい。
　霊園を取り巻いている寺院にも有名人の墓がある。勝林寺には田沼意次意知父
子、慈眼寺には芥川龍之介、谷崎潤一郎（京都法然院より分骨）、本妙寺には遠
山金四郎景元、関宿藩久世家、囲碁本因坊家、将棋天野宗歩などである。
3 板橋宿
　都営三田線の新板橋駅で降りると国道 17 号線にでる。この道をすこし外に向
けて歩くと斜めにクロスする道がある。これが昔の中山道であり、板橋宿に着い
たことになる。中仙道とも書くが、東山道の中筋の道なので中山道と新井白石が
統一した。
　5 街道の江戸 4 宿の一つである。5 街道で 4 宿なのは、奥州街道と日光街道は
宇都宮まで同じだからである。4 宿とは日本橋から初めての宿で、東海道品川宿、
中山道板橋宿、奥州日光街道千住宿、甲州街道内藤新宿（元禄前は、高井戸宿）
をいい、旅立ちの見送りのため 4 宿まできて宴会をするなどしてにぎわった。
　板橋宿は 2.2 キロの長さがある。板橋宿が平尾宿、仲宿、上宿の総称だからで、
本陣は仲宿だがそれぞれに脇本陣がある。江戸側の平尾宿にはまず、東光寺があ
る。1662 年の庚申塔や石造地蔵菩薩座像がある。そのそばに観明寺ある。入り
口にある赤門は、裏手の加賀藩下屋敷にあった屋敷門のひとつとされて、同屋敷
から遷された稲荷社や 1661 年の庚申塔がある。この二寺は絵図に載っている。
　板橋宿本陣跡、皇女和宮が宿泊した仲宿脇本陣跡などを経て、石神井川に架か
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る木製のようにみえる橋へでる。地名の板橋の名称はここにあった太鼓状の板の
橋に由来するといわれる。橋の脇に、距日本橋二里二十五町三十三間（10.6 キロ
メートル）とある。
　寄り道して縁切榎までいく。悪縁を切ってくれると江戸時代から名高かった。
嫁入りの際は縁が短くなることをおそれてその下は通らなかったという。和宮下
向の際は迂回路が造られた。道普請や宿舎の増改築などに板橋宿だけで、1412
両強を要した（板橋郷土資料館飯田家資料）。
4 石神井川
　石神井川は小金井カントリー倶楽部付近を源流とし、武蔵関公園（富士見池）、
石神井公園（三宝寺池、石神井池）付近をとおり、板橋へと流れている。板橋（橋）
から上流の中板橋駅へかけてと板橋（橋）から下流の王子へかけては約千本の桜
並木が続くのでこの季節の散歩に適している。
　川沿いに王子方面へ歩くと、やがて御成橋へでる。川をはさんで、左手に帝京
大学医学部附属病院、右手に帝京高等学院、ここから住所が仲宿から加賀に変わ
る。加賀藩下屋敷平尾邸の 22 万坪という広大な屋敷に入っていくことになる。
邸内を石神井川が流れ、千川用水の配水を利用した大池が設けられた池泉回遊式
庭園があった。下屋敷なので保養散策のための別荘として、また、参勤交代の際
の休息、衣装替えの場として利用された。下屋敷の大半は明治 9 年石神井川の水
流を利用して火薬を製造する陸軍板橋火薬製造所（後に東京第二陸軍造兵廠）と
なった。
　ここら辺は、加賀二丁目公園、金沢橋、金沢小学校と加賀ゆかりの名称が続く。
緑橋そばのみどりばし緑地には火薬製造所の煉瓦建造物の様子を伝えるモニュメ
ントがある。
　加賀橋から板谷公園のほうにすこし入ると、右手に公益財団法人野口研究所の
新しいビルが見える。王子新道との角であり、この先には国立極地研究所があっ
たが立川市に移転し、現在は 15 階建てのマンションに変わった。さらにその先
には加賀西公園があり黒色火薬製造に用いられた圧磨機の圧輪の記念碑がある。
野口研究所の野口は野口英世ではなく、電気化学工業の父、野口遵（したがう）
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である。野口遵（1873~1944）は、石川県金沢に生まれ、東京帝国大学電気工学
科を卒業し、放浪の技術者から身を起こして旧日窒コンツェルン（日本窒素肥料
（チッソ）、朝鮮窒素肥料、日本ベンベルグ絹糸（旭化成）など）を築き上げた。
1940 年脳溢血で倒れ、引退し、私財 3000 万円（今の 300 億円）を投じて、野口
研究所と朝鮮奨学金に充てた。戦後のチッソの歴史を知らずに 1944 年に亡くなっ
た。研究所は、延岡、横浜、興南（現在北朝鮮）に開設されたが、1946 年この
地に移転した。戦後あいていた火薬製造所跡地の一角に移転してきたもので、た
またま野口の生地ゆかりの地に立地することとなった。ビルの一階に野口記念資
料コーナーがある。
　すこし前まで、研究所は加賀公園側にあったが、現在は史跡公園とするための
工事が行われている。旧研究所敷地から加賀公園にかけて、板橋火薬製造所の遺
産として、弾道検査管（爆速測定管）や電気軌道線路敷跡が残されており、2017
年国の史跡として指定されるのと併せて、史跡公園として保存活用を図ることと
なった。
　加賀公園には、加賀藩下屋敷平尾邸の築山の一部がのこり、今の時期は花見の
宴がくり広げられている。
　対岸（左岸）には理化学研究所板橋分室（のち分所）があり、湯川秀樹・朝永
振一郎両博士が物理研究室を置き物理学研究の中心的な場となっていた。この跡
地も史跡公園に取り込まれる予定である。
　JR 埼京線の鉄橋をくぐると北区に入る。このあたりから、石神井川は音無川
とか滝野川とよばれていた。音無川は、紀州熊野ゆかりで徳川吉宗の命名ともい
われる。加賀に代わって音無の名称が頻繁に出てくることになる。右左岸に点々
と、音無くぬぎ緑地、音無こぶし緑地、音無かつら緑地、音無けやき緑地、音無
えのき緑地と河岸の緑地が続く。河川改修により流路が直線化され、残された旧
河川敷などが緑地化されている。音無もみじ緑地は、すり鉢状の護岸構造のため、
川岸近くまでおりることができ、入り江もある。江戸時代は、渓谷として名高かっ
たが、今は想像すらできない。
　紅葉橋のたもとに金剛寺がある。徳川吉宗の命でかえでが植えられ、下流側の
飛鳥山のサクラとともに江戸庶民の行楽地であり、金剛寺は紅葉寺と呼ばれた。
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富士講の先達安藤富五郎の顕彰碑や鹿島万平（後述）翁の碑がある。
　音無さくら緑地を経て、正受院に入る。明治期の山門が中国風である。本堂左
に、江戸時代の北方探検家近藤重蔵守重の甲冑姿の石像がある。寺の隣に居住し
ていたことによるが、高田屋嘉平衛の協力で択捉島の開発に尽力し、「大日本恵
土呂府」という標柱を立てたことで有名である。
　かつて本堂裏の石神井川の岸に不動の滝があった。ここも広重が名所江戸百景
の中に取り上げた江戸時代の観光名所であり、王子七滝の一つであった。現在は
滝はなく、説明版だけがその歴史を語っている。なお、七滝で現存する名主の滝
は、区立公園になっている。この二寺と不動滝は、先の絵図にも載っている。
5 近代工業の先駆け地域
　千川上水は、江戸六上水の一として、1696 年玉川上水を分水し開削した上水
である。六義園、白山御殿（現在の小石川植物園）、湯島聖堂、寛永寺、浅草寺
への給水のほか、神田、下谷、浅草方面の武家屋敷や町家の飲料水に当てられた。
西巣鴨の溜池で砂やごみを沈殿させたのち、中山道沿いに暗渠で給水された。上
水として廃止された後も農業用水として利用された。1865 年、幕府は滝野川村
に大砲製造のための反射炉を建設することにした。錐台（砲身の穴あけ機）など
の動力源である水車に利用のため、千川用水から王子方面へ分水（王子分水）を
した。その開削の際に堀を作ったので、旧中山道と明治通りの交差点に堀割の名
称が残っており、千川上水分配堰碑がある。
　反射炉は、正受院の下流の現在の醸造試験場跡地公園とその周辺に建設され、
韮山の反射炉（世界遺産）から器材の転用をしながら 1866 年に完成した（基礎
工事のみという説もある。）。錐台の一部は、赤煉瓦酒造工場（後述）に残ってい
る。しかしながら、明治政府により廃止され、これをもとに小石川の旧水戸藩邸
（現在の東京ドームと後楽園）で建設された（後の東京砲兵工廠）。
　この反射炉の跡地と水（千川上水・石神井川の工業用水と石神井川・隅田川の
舟運）に目を付けたのが、鹿島万平（1822~1891、江戸の木綿問屋から横浜の貿
易商）である。彼は原綿輸入で財を成したが、わが国の機械化の必要性を痛感し、
外国から機械を輸入し、1870 年ここに紡績工場の建設を開始し、1872 年から操
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業を開始した。鹿島紡績所は、始祖三紡績の一つで、1967 年の鹿児島紡績所（薩
摩藩）、1970 年の堺紡績所（薩摩藩、1972 官営）につぐ、日本で 3 番目、民間で
初めての紡績工場である。動力は水車、従業員数 30 名程度の小規模経営であっ
たため、1887 年長男万兵衛が設立に参加した本所の東京紡績会社に吸収され、
工場は停止、機械一式は新会社に投入された。跡地は、一時後述の抄紙部の用地
となったが、1902 年醸造試験場（現在は東広島市に移転し、独立行政法人酒類
総合研究所。）となった。旧醸造試験所第一工場（通称赤煉瓦酒造工場）は、妻
木頼黄の設計で日本酒の通年醸造を目指す工場であり、現存しており、重要文化
財に指定されている。妻木は、他に横浜の赤煉瓦倉庫や日本橋の装飾を残してい
る。醸造試験場跡地公園は、赤煉瓦工場をバックに桜が美しい。
　今回の散歩の区域よりも石神井川の下流（JR 王子駅の東側）になるが、1875
年抄紙会社が操業を開始した。この会社は、明治政府が外国に発注していた紙幣、
公債、切手、印紙などの紙を製造する目的で渋沢栄一（大蔵大丞で一時紙幣頭を
兼務（1871.12~72.6）していた。1873 年 5 月退官。）が出資者を募り、1873 年 2
月認可、設立された。鹿島紡績所の下流側への立地になるが、鹿島紡績所では用
水を水車を回すことに使うだけで、紙抄きに使用可能であった。1875 年紙幣頭
に就任した得能良介は、洋紙製造の民営化の方針を転換し、贋作対策などから官
営の紙幣工場の必要性を主張し、75 年紙幣寮に抄紙局を設置し、その敷地とし
て抄紙会社の隣接地（下流側）を選定し、76 年 10 月紙幣用の手漉紙の製造に着
手した。抄紙会社は注文の取り消し、工場用地と千川上水の一部召し上げ、さら
に会社名称の変更を求められた。1976 年製紙会社と名称を変更し、経営は苦し
かったが、地券証の発注による官需や新聞雑誌用印刷用紙でようやく軌道に乗る
ことになる。1976 年には明治天皇が臨幸し、錦絵に描かれ、東京の新名所となっ
た。
　1893 年には商法の施行に伴い、株式会社に改組し、王子製紙株式会社と改称
する。1904 年工場のボイラーの腐食、破損が生じ、原因は上流の陸軍板橋火薬
製造所の酸性排水であることが判明した。王子製紙は陸軍大臣に損害賠償を求め
たが却下され、1907 年には訴訟にまで発展したが、火薬製造は公法上の行為で
あるとして敗訴に終わった。（注 1）
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　工場は戦災により歴史を閉じ、現在王子駅前サンスクエアの横に洋紙発祥之地
記念碑がある。
　大蔵省抄紙局は、1876 年 2 月に手漉き紙製造工場を落成し、翌年印刷局抄紙
部となり、79 年には国産抄紙機により印刷用紙を製造、販売した。現在も独立
行政法人国立印刷局として王子の地に根ざしている。その一角に「お札と切手の
博物館」がある。小規模だが偽造防止技術に関する展示が面白い。
　抄紙部では、抄紙やインク製造に必要な苛性ソーダ、さらし粉などの薬品の自
給を図るため、製薬工場が石神井川の下流側に建設され、抄紙部製薬科として
1886 年から稼働を開始した。これは、日本のソーダ工業の先駆けとなるもので
民間の需要にも応じていた。1895 年硫酸部門が陸軍省へ移管され、ソーダやさ
らし粉製造は、民間に払い下げられて、関東酸曹という民間化学会社の先駆けと
なった。この陸軍と民間の両工場によって「飛鳥山の桜樹将に枯れんと欲する」
事態が 1890 年代に起きていた。（注 2）
　関東酸曹は、陸軍の隣接地をさけて北区豊島 5 丁目に移転し、明治末期には煙
害問題を引き起こした。120 尺の大煙突 6 本と鉄製煙突 3 本の合計 9 本の煙突か
ら昼夜間断なく白煙を噴出し、農作物被害をもたらしたのである。大阪でもこの
時期同種の工場による被害が起き、裁判となり「大阪アルカリ事件」として知ら
れているが、東京の事件はほとんど知られていない。当時の新聞に数年来の懸案
である「王子の毒煙」の記事があり、明治 44 年には会社は被害民に対し 2 万 8
千円の支出をし、除害工事を拡大する計画中とある。（注 3）（注 4）
　この工場は大正 12 年大日本人造肥料、昭和 12 年日産化学工業となった。現在
は豊島 5 丁目団地（UR 賃貸、旧公団住宅）であり、2005 年土壌汚染が判明した。
　以上のように明治期の石神井川沿いは、陸軍板橋火薬製造所、鹿島紡績所、製
紙会社、抄紙局、製薬工場と続く先進工業地帯であったばかりではなく、明治時
代から公害問題が発生していた地域でもあった。
6 音無親水公園と飛鳥山
　王子の地名の起源は、領主の豊島氏が紀州熊野若一王子を勧請したことが起こ
りとされる。王子神社は、後北条氏、徳川将軍家の尊崇をうけ、絵図に王子権現
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神宮と記載されている。明治期には、准勅祭社である東京十社として東京の北方
守護の役割として鎮護している。石神井川左岸、王子駅の西側にあり、神社の横
階段を下りると音無親水公園に出る。
　石神井川が河川改修で流路が飛鳥山の下を 2 本のトンネルで通ることに成り、
残された旧水路に渓流を復活させるため、この親水公園が作られた。規模は大き
いとはいえないが日本の都市公園百選に選ばれている。権現の滝が再現され、花
見時期以外にも夏季に水遊びする子供たちでにぎわっている。
　親水公園から明治通り・本郷通りを越えると飛鳥山である。飛鳥山は、将軍家
の狩り場であったが、徳川吉宗の命で全山に千本の桜が植樹され、王子権現に寄
進された。江戸庶民に開放され、寺の境内である上野と異なり、歌舞音曲も認め
られたので大いに栄えた。音無川の渓谷、滝が魅力として加わり、音無川に面し
て料亭や茶屋が並び賑わった様子は、浮世絵に残されている。有名な料亭であっ
た扇屋の玉子焼きは小さな売店で売られている。
　維新後、明治 6 年に太政官布告で設けられる東京府の 5 公園の一つとなる。他
は、上野寛永寺、浅草寺、富岡八幡、芝増上寺境内地である。飛鳥山は芝の愛宕
山（25.7m）より低く（25.4m）東京で一番低い山とも言われる（国土地理院の
地図には名称高さとも掲載されていない。）。公園内は 1737 年の飛鳥山碑（飛鳥
山の由来から庶民解放の経緯が格調高く書かれる。）や桜賦碑（佐久間象山作）
がある。桜見物のほか、江戸時代は筑波山をながめかわらけ投げをし、明治時代
は近代的な製紙工場をながめ、現在は鉄道見物の場として名高い。新幹線、東北
本線、京浜東北線、都電荒川線がひっきりなしに通っていく。公園内には、3 つ
の博物館があり、また、渋沢栄一の旧飛鳥山邸には、空襲で焼け残った 2 つの重
要文化財の建物（青淵文庫・晩香廬）を見ることができる。
おわりに
　夕方になりくたびれたので、平沢かまぼこ店により道し、おでんで一杯やりた
いが、立ち飲みは体力的にきつい。飛鳥山モノレールで下りて、洋紙発祥之地記
念碑をみてサンスクエアの中の休憩できる店に入ろう。元気が出たら南北線で駒
込にでて、本日の振り出しに戻り、六義園の夜桜をみよう。
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　こんな一日を過ごしてみるのはいかがですか。
（注 1）  公益財団法人とうきゅう環境財団 2011 年一般研究成果。小坂克信「近
代化を支えた多摩川の水」
（注 2）  三浦豊彦（1975）『大気汚染からみた環境破壊の歴史』労働科学研究所
 pp.231-233。紹介する論文は、1896 年の雑誌掲載
（注 3） 読売新聞明治 45 年 6 月 28 日
（注 4）  戦前東京の公害問題とその対応については、後藤彌彦「戦前東京にお
ける公害規制と工場公害及災害取締規則」自治研究第 80 巻第 12 号参
照
参考文献
『新修北区史』 昭和 46 年 3 月
『近代製紙産業と王子』 紙の博物館 平成 20 年 3 月
11
2018090311-HU-人間環境論集第19巻01-横書き06.indd   11 2019/05/29   15:06:48
